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活動報告 

■市民活動支援指針グループ 

令和 3年 4月から市民活動を進めていく上での指

針となる「我孫子市市民公益活動支援指針」が改訂

され、現在、指針に則って事業が見直されたり、進

められたりしています。推進施策６項目のひとつに

市民活動団体の運営基盤強化に向けた支援が掲げ

られております。8月 23日に開催された我孫子市補

助金等検討委員会委員の意見を踏まえ市民活動団

体への財政的支援として行われている公募による

補助金制度の継続及び枠組み変更の検討に着手す

ると担当課から伺いました。 

公募補助金については①新規申請が減少している

②3 年を超えて継続的に交付している団体もある③

必要なサービスだがこのまま行政が負担し続けるの

が妥当なのか？④審査判定基準の見直しが必要にな

っているのではないか⑤事業年度が終わったときの

報告の在り方の検討も必要等あびこ市民活動ネット 

 

■地域共生社会グループ 

地域共生社会グループでは、2021年 1月に高齢者

家庭の庭や家の手入れを応援する市民共助活動の

実態などを語り合うことを目的に、「高齢者の“手”

助けサミット」を開催。官民 12団体が参加し、各会

の現状や課題などを話し合いました。その中で、メ

ンバーの高齢化や担い手不足で、利用者の要望に十

分応えられない現状や、伐採した庭木が月 2回しか

クリーンセンターに持ち込み出来ず、とても不便で

あることなどが課題となりました。コロナ禍が続き、

第 2回目のサミットはいまだ開催できない現状です

が、ごみ屋敷の片付け、剪定の依頼等は増える一方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

ワーク役員 3名と小池課長・飯塚課長補佐と 10月 4

日に意見交換をしました。今の我孫子市公募補助金

申請の手引きでは、団体設立 3年目にしか補助金が

取得できないために新規団体の設立補助にはなっ

ていない状況です。地域活動の活性化のため公募補

助金制度は大きな影響を与えます。より良い制度づ

くりのために会員の皆さんとの意見交換会を上記

の日程で行います。奮ってご参加ください。 

（担当幹事 宇野眞理子） 

 

で、庭木ごみが 70 袋も出たケースでは、いったん

ごみ置き場を確保し、回収日に再度ごみ出しを行っ

たそうで、ニーズに対して支援が追いつけず、さら

に負荷が高まっている現状です。そこでクリーンセ

ンターに伺い、回収したごみや庭木の持ち込みにつ

いて、特例措置を設けてもらえないか相談しました。

令和 5年 4月から新規稼働する新センターでは、落

ち葉や雑草が可燃ごみとなり、持ち込みに対しても

考慮いただけるとのことでしたが、それまでの半年

はせめて特別枠を設け、各市民団体が疲弊しないよ

うに配慮をお願いしました。クリーンセンターから

は 10 月中に回答をくださるとのこと。一歩前に進

み、支援されている団体の負荷が減ることを期待し

たいと思います。   （担当幹事 小田麻子） 

★公募補助金について担当課との意見交換会★ 
   

開催日時  11月 14日(月) 午後 1時 30分～3時 

場  所   けやきプラザ ８階 第１会議室 

出 席 者   小池課長 飯塚課長補佐 

 
ご参加いただける場合は事務局 

acnw.jimukyoku@gmail.com 

までご一報ください。 
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